
(57)【要約】

　　【課題】コストの増大および装置サイズの大型化を

回避しながら、１枚の基板に対する液処理開始から乾燥

処理終了までに要する時間の短縮を図ることができる基

板処理装置を提供すること。

　　【解決手段】処理槽５１は、搬送ユニット４側の端

面に開口５３が形成されている。開口５３には、シャッ

ター５４が上下にスライド自在に取り付けられている。

また、処理槽５１内に設けられた処理カセット５２は、

複数枚の（この実施形態では、４枚以上）のウエハＷを

積層状態でセットすることができることができるように

されており、シャッター５４を上方にスライドさせた状

態で、開口５３側からウエハＷを収容することができる

。これにより、ウエハＷは、処理槽５１内で一括して乾

燥処理される。よって、乾燥処理ユニットにおける処理

時間を短縮することができる。

【選択図】　　　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 処 理 液 を 用 い て 、 基 板 を １ 枚 ず つ 処 理 す る 枚 葉 式 の 液 処 理 部 と 、
　 複 数 枚 の 基 板 を 収 容 可 能 な 処 理 槽 を 備 え 、 上 記 液 処 理 部 に よ る 処 理 後 の 基 板 を 上 記 処 理
槽 内 で 一 括 し て 乾 燥 さ せ る バ ッ チ 式 の 乾 燥 処 理 部 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 乾 燥 処 理 部 は 、 上 記 処 理 槽 内 を 減 圧 す る た め の 減 圧 手 段 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 乾 燥 処 理 部 は 、 上 記 処 理 槽 内 の 雰 囲 気 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 を 備 え て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 乾 燥 処 理 部 は 、 上 記 処 理 槽 内 に 所 定 の ガ ス を 供 給 す る ガ ス 供 給 手 段 を 備 え て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 処 理 槽 は 、 当 該 基 板 処 理 装 置 に 含 ま れ る 液 処 理 部 の 数 以 上 の 枚 数 の 基 板 を 収 容 可 能
に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 液 処 理 部 は 、 基 板 の 表 面 に 付 着 し て い る ポ リ マ を 除 去 す る た め の ポ リ マ 除 去 処 理 部
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 基 板 に 対 し て 所 定 の 処 理 を 施 す 基 板 処 理 装 置 に 関 す る 。 処 理 対 象 の 基 板 に
は 、 た と え ば 、 半 導 体 ウ エ ハ 、 液 晶 表 示 装 置 用 ガ ラ ス 基 板 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 用 ガ ラ
ス 基 板 な ど が 含 ま れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 装 置 や 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 工 程 で は 、 半 導 体 ウ エ ハ や 液 晶 表 示 パ ネ ル 用 ガ ラ ス 基
板 な ど の 基 板 を １ 枚 ず つ 処 理 す る 枚 葉 式 の 基 板 処 理 装 置 が 用 い ら れ る こ と が あ る 。
　 こ の 種 の 基 板 処 理 装 置 に は 、 基 板 に 対 し て 処 理 液 を 用 い た 処 理 を 行 う 液 処 理 部 と 、 液 処
理 部 に お い て 処 理 が 行 わ れ た 後 の 基 板 を 乾 燥 さ せ る た め の 処 理 を 行 う 乾 燥 処 理 部 と が 備 え
ら れ て い る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 基 板 処 理 装 置 で は 、 ま ず 、 液 処 理 部 に １ 枚 の 基 板 が 搬 入 さ れ て 、 そ の 基 板 に
対 し て 処 理 液 に よ る 処 理 が 行 わ れ る 。 そ の 後 、 液 処 理 部 に お け る 処 理 済 み の 基 板 が 液 処 理
部 か ら 乾 燥 処 理 部 に 搬 送 さ れ 、 こ の 乾 燥 処 理 部 に お い て 、 そ の 基 板 を 乾 燥 さ せ る た め の 処
理 が 行 わ れ る 。 こ の よ う に し て 、 処 理 対 象 の 基 板 は 、 １ 枚 ず つ 、 液 処 理 部 お よ び 乾 燥 処 理
部 に 順 次 に 搬 送 さ れ て 、 そ の 液 処 理 部 に お け る 液 処 理 お よ び 乾 燥 処 理 部 に お け る 乾 燥 処 理
を 受 け る 。 （ た と え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ８ ５ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 乾 燥 処 理 部 に お け る 乾 燥 処 理 は 、 液 処 理 部 に お け る 液 処 理 よ り も 時 間 が か か る 場 合 が 多
く 、 基 板 処 理 装 置 に お け る 基 板 の 処 理 速 度 は 、 乾 燥 処 理 部 に お け る 乾 燥 処 理 に よ っ て 律 速
さ れ る 。 そ の た め 、 従 来 の 基 板 処 理 装 置 で は 、 １ 枚 の 基 板 に 対 す る 液 処 理 開 始 か ら 乾 燥 処
理 終 了 ま で に 要 す る 全 体 の 処 理 時 間 が 長 く か か っ て い る 。
　 基 板 処 理 装 置 に お け る 全 体 の 処 理 時 間 を 短 縮 す る た め に 、 乾 燥 処 理 室 の 数 を 増 や す こ と
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が 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 単 に 乾 燥 処 理 部 の 数 を 増 や し た の で は 、 そ の 分 コ ス ト が 高
く な り 、 ま た 装 置 サ イ ズ が 大 型 化 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 コ ス ト の 増 大 お よ び 装 置 サ イ ズ の 大 型 化 を 回 避 し な が ら 、 １ 枚 の 基
板 に 対 す る 液 処 理 開 始 か ら 乾 燥 処 理 終 了 ま で に 要 す る 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と が で き る 基 板
処 理 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 処 理 液 を 用 い て 、 基 板 （ Ｗ ） を １ 枚
ず つ 処 理 す る 枚 葉 式 の 液 処 理 部 （ ３ ３ ～ ３ ６ ） と 、 複 数 枚 の 基 板 を 収 容 可 能 な 処 理 槽 （ ５
１ ） を 備 え 、 上 記 液 処 理 部 に よ る 処 理 後 の 基 板 を 上 記 処 理 槽 内 で 一 括 し て 乾 燥 さ せ る バ ッ
チ 式 の 乾 燥 処 理 部 （ ５ ） と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 （ １ ） で あ る 。
　 な お 、 括 弧 内 の 英 数 字 は 、 後 述 の 実 施 形 態 に お け る 対 応 構 成 要 素 な ど を 表 す 。 以 下 、 こ
の 項 に お い て 同 じ 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 液 処 理 部 に お い て 、 基 板 を １ 枚 ず つ 処 理 液 を 用 い て 処 理 し た 後 、 乾
燥 処 理 部 に お い て 、 そ の 液 処 理 後 の 基 板 を 複 数 枚 ま と め て 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。 そ の
た め 、 乾 燥 処 理 部 に お け る 乾 燥 処 理 に 要 す る 時 間 が 、 乾 燥 処 理 部 の 処 理 槽 内 に 収 容 可 能 な
枚 数 の 基 板 に 対 し て 液 処 理 を 施 す た め に 要 す る 合 計 時 間 よ り も 短 く な る よ う に 、 そ の 処 理
槽 内 に 収 容 可 能 な 基 板 の 枚 数 が 設 定 さ れ て い れ ば 、 こ の 基 板 処 理 装 置 に お け る 基 板 の 処 理
速 度 を 液 処 理 部 に お け る 液 処 理 に よ っ て 律 速 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 １ 枚 の 基 板 に
対 す る 液 処 理 開 始 か ら 乾 燥 処 理 終 了 ま で に 要 す る 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 基 板 を １ 枚 ず つ 乾 燥 さ せ る 枚 葉 式 の 乾 燥 処 理 部 で は 、 そ の 基 板 の 枚 数 に 応 じ た 数
の 乾 燥 処 理 部 が 必 要 な の に 対 し て 、 複 数 枚 の 基 板 を 収 容 可 能 な 処 理 槽 を 備 え る 乾 燥 処 理 部
で は 、 そ の 複 数 枚 の 基 板 を 一 括 し て 乾 燥 さ せ る た め に そ れ よ り も 少 な い 数 で 済 む の で 、 コ
ス ト の 増 大 お よ び 装 置 サ イ ズ の 大 型 化 を 回 避 す る こ と が で き る 。
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 乾 燥 処 理 部 （ ５ ） は 、 上 記 処 理 槽 （ ５ １ ） 内 を 減 圧 す る た
め の 減 圧 手 段 （ ５ ５ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 （ １ ）
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 減 圧 手 段 に よ り 処 理 槽 内 を 減 圧 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 減 圧
手 段 を 備 え て も 、 処 理 槽 に 対 し て 減 圧 手 段 は １ つ で よ い の で 、 コ ス ト の 増 大 を 招 く お そ れ
が な い 。
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 乾 燥 処 理 部 （ ５ ） は 、 上 記 処 理 槽 （ ５ １ ） 内 の 雰 囲 気 を 加
熱 す る 加 熱 手 段 （ ５ ６ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 基 板 処 理
装 置 （ １ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 加 熱 手 段 に よ り 処 理 槽 内 の 雰 囲 気 を 加 熱 す る こ と が で き る 。 こ の よ
う な 加 熱 手 段 を 備 え て も 、 処 理 槽 に 対 し て 加 熱 手 段 は １ つ で よ い の で 、 コ ス ト の 増 大 を 招
く お そ れ が な い 。
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 乾 燥 処 理 部 （ ５ ） は 、 上 記 処 理 槽 （ ５ １ ） 内 に 所 定 の ガ ス
を 供 給 す る ガ ス 供 給 手 段 （ ５ ７ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず
れ か に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 （ １ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ガ ス 供 給 手 段 に よ り 処 理 槽 内 に 所 定 の ガ ス を 供 給 す る こ と が で き る
。 こ の よ う な ガ ス 供 給 手 段 を 備 え て も 、 処 理 槽 に 対 し て ガ ス 供 給 手 段 は １ つ で よ い の で 、
コ ス ト の 増 大 を 招 く お そ れ が な い 。
　 ま た 、 ガ ス 供 給 手 段 が 、 所 定 の ガ ス と し て 、 た と え ば 、 Ｉ Ｐ Ａ ベ ー パ を 処 理 槽 内 に 供 給
す る も の で あ れ ば 、 乾 燥 処 理 時 に 処 理 槽 内 に Ｉ Ｐ Ａ ベ ー パ を 供 給 し て 、 処 理 槽 内 を Ｉ Ｐ Ａ
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ベ ー パ 雰 囲 気 と す る こ と に よ っ て 、 処 理 槽 内 に 収 容 さ れ て い る 基 板 に 付 着 し て い る 水 分 を
、 そ の Ｉ Ｐ Ａ ベ ー パ の 揮 発 力 に よ っ て 速 や か に 蒸 発 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 乾 燥 処
理 部 が 加 熱 手 段 を 備 え る 場 合 に は 、 処 理 槽 内 に Ｉ Ｐ Ａ ベ ー パ を 供 給 し た 状 態 で 、 処 理 槽 内
の 雰 囲 気 を 加 熱 手 段 に よ り 加 熱 す れ ば 、 基 板 に 付 着 し て い る 水 分 を よ り 速 や か に 蒸 発 さ せ
る こ と が で き 、 処 理 時 間 の 短 縮 を よ り 一 層 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 処 理 槽 （ ５ １ ） は 、 当 該 基 板 処 理 装 置 （ １ ） に 含 ま れ る 液
処 理 部 （ ３ ３ ～ ３ ６ ） の 数 以 上 の 枚 数 の 基 板 （ Ｗ ） を 収 容 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 （ １ ） で あ る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 処 理 槽 は 、 液 処 理 部 の 数 以 上 の 枚 数 の 基 板 を 収 容 す る こ と が で き る
の で 、 液 処 理 部 で 処 理 し た 基 板 の 全 て を ま と め て 処 理 槽 内 に 収 容 し て 乾 燥 す る こ と が で き
る 。 そ の た め 、 １ 枚 の 基 板 に 対 す る 液 処 理 開 始 か ら 乾 燥 処 理 終 了 ま で に 要 す る 時 間 を よ り
短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 の よ う に 、 上 記 液 処 理 部 （ ３ ３ ～ ３ ６ ） は 、 基 板 （ Ｗ ） の 表
面 に 付 着 し て い る ポ リ マ を 除 去 す る た め の ポ リ マ 除 去 処 理 部 で あ っ て も よ く 、 こ の 場 合 、
基 板 の 表 面 の ポ リ マ を 除 去 す る こ と が で き 、 そ の ポ リ マ 除 去 処 理 の 開 始 か ら 乾 燥 処 理 終 了
ま で の 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 で は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 基 板 処 理 装 置 を 図 解 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。
　 基 板 処 理 装 置 １ は 、 基 板 の 一 例 と し て の 半 導 体 ウ エ ハ （ 以 下 、 単 に 「 ウ エ ハ 」 と い う 。
） Ｗ の 表 面 を 薬 液 に よ っ て 処 理 し た 後 に 乾 燥 す る 装 置 で あ っ て 、 平 面 視 略 長 方 形 状 と さ れ
て い る 。 ま た 、 基 板 処 理 装 置 １ に は 、 基 板 処 理 装 置 １ の 端 部 に 配 置 さ れ た イ ン デ ク サ ユ ニ
ッ ト ２ と 、 イ ン デ ク サ ユ ニ ッ ト ２ の 一 端 に 連 設 さ れ た 基 板 処 理 ユ ニ ッ ト ３ と 、 基 板 処 理 ユ
ニ ッ ト ３ の 一 端 に 連 設 さ れ た 搬 送 ユ ニ ッ ト ４ と 、 搬 送 ユ ニ ッ ト ４ の 一 端 に 連 接 さ れ た 乾 燥
処 理 部 と し て の 乾 燥 処 理 ユ ニ ッ ト ５ と が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 イ ン デ ク サ ユ ニ ッ ト ２ に は 、 基 板 処 理 装 置 １ の 幅 方 向 に 延 び る 搬 送 路 ２ １ と 、 搬 送 路 ２
１ 上 に 設 け ら れ た イ ン デ ク サ ロ ボ ッ ト ２ ２ と 、 搬 送 路 ２ １ を 挟 ん で 基 板 処 理 ユ ニ ッ ト ３ の
反 対 側 に 設 け ら れ た カ セ ッ ト 載 置 部 ２ ３ と が 備 え ら れ て い る 。
　 イ ン デ ク サ ロ ボ ッ ト ２ ２ は 、 搬 送 路 ２ １ 上 を 往 復 直 線 移 動 可 能 と さ れ 、 鉛 直 な 軸 線 ま わ
り に 旋 回 可 能 と さ れ て い る 。 ま た 、 イ ン デ ク サ ロ ボ ッ ト ２ ２ に は 、 た と え ば 、 図 示 し な い
進 退 可 能 な ハ ン ド が 備 え ら れ て お り 、 こ の ハ ン ド を 進 退 さ せ る こ と で ウ エ ハ Ｗ の 授 受 動 作
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 カ セ ッ ト 載 置 部 ２ ３ に は 、 ウ エ ハ Ｗ を そ れ ぞ れ 収 容 可 能 な カ セ ッ ト Ｃ １ ～ Ｃ ４ が 、 搬 送
路 ２ １ に 沿 っ て 、 所 定 間 隔 ご と に 配 置 さ れ て い る 。 カ セ ッ ト Ｃ １ ～ Ｃ ４ に は 、 未 処 理 の ウ
エ ハ Ｗ ま た は 処 理 済 の ウ エ ハ Ｗ が 収 容 さ れ る 。
　 な お 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 カ セ ッ ト Ｃ １ ～ Ｃ ４ と し て 、 基 板 Ｗ を 密 閉 し た 状 態 で 収 容 す
る Ｆ Ｏ Ｕ Ｐ （ Front Opening Unified Pod） を 用 い て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 Ｓ Ｍ Ｉ Ｆ （ Standard Mechanical Inter Face） ポ ッ ド 、 Ｏ Ｃ （ Open Cassette） 等
を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 イ ン デ ク サ ロ ボ ッ ト ２ ２ は 、 搬 送 路 ２ １ 上 を 移 動 し て カ セ ッ ト Ｃ １ ～ Ｃ ４ に 対 向 し 、 さ
ら に 、 ハ ン ド を 種 々 に 進 退 さ せ る こ と で 、 カ セ ッ ト Ｃ １ ～ Ｃ ４ に 対 し て ウ エ ハ Ｗ を 搬 入 ／
搬 出 す る 。
　 基 板 処 理 ユ ニ ッ ト ３ に は 、 基 板 処 理 装 置 １ の 長 さ 方 向 に 延 び る 搬 送 室 ３ １ と 、 搬 送 室 ３
１ の 中 央 に 配 置 さ れ た 主 搬 送 ロ ボ ッ ト ３ ２ と 、 主 搬 送 ロ ボ ッ ト ３ ２ の 周 囲 に 配 置 さ れ た 液
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処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ と が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 主 搬 送 ロ ボ ッ ト ３ ２ は 、 鉛 直 な 軸 線 ま わ り に 旋 回 可 能 と さ れ て お り 、 さ ら に 、 図 示 し な
い 進 退 可 能 な ハ ン ド が 備 え ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 主 搬 送 ロ ボ ッ ト ３ ２ は 、 種 々 に 旋 回
し 、 ハ ン ド を 進 退 さ せ る こ と で 、 イ ン デ ク サ ロ ボ ッ ト ２ ２ と の 間 で ウ エ ハ Ｗ を 授 受 し た り
、 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ に 対 し て ウ エ ハ Ｗ を 搬 出 ／ 搬 入 し た り す る こ と が で き る 。
　 液 処 理 部 ３ ３ は 、 基 板 処 理 ユ ニ ッ ト ３ の 一 角 で あ っ て 、 基 板 処 理 装 置 １ の 長 さ 方 向 に お
い て 、 イ ン デ ク サ ユ ニ ッ ト ２ の 反 対 側 の 一 角 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 液 処 理 部 ３ ４ は 、 基 板 処 理 ユ ニ ッ ト ３ の 一 角 で あ っ て 、 基 板 処 理 装 置 １ の 長 さ 方 向 に お
い て 、 液 処 理 部 ３ ３ と 対 向 す る 一 角 に 設 け ら れ て い る 。
　 液 処 理 部 ３ ５ は 、 基 板 処 理 ユ ニ ッ ト ３ の 一 角 で あ っ て 、 基 板 処 理 装 置 １ の 幅 方 向 に お い
て 、 液 処 理 部 ３ ４ と 対 向 す る 一 角 に 設 け ら れ て い る 。
　 液 処 理 部 ３ ６ は 、 基 板 処 理 ユ ニ ッ ト ３ の 一 角 で あ っ て 、 基 板 処 理 装 置 １ の 長 さ 方 向 に お
い て 、 液 処 理 部 ３ ５ と 対 向 す る 一 角 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ ら 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ は 、 ウ エ ハ Ｗ を １ 枚 ず つ 収 容 し 、 ウ エ ハ Ｗ の 表 面 に ポ リ マ 除
去 液 を 供 給 し て 、 そ の ウ エ ハ Ｗ の 表 面 に 付 着 し て い る ポ リ マ の 除 去 を 行 う も の で あ る 。
　 よ り 具 体 的 に は 、 各 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ は 、 ウ エ ハ Ｗ を 保 持 し て 回 転 す る ス ピ ン チ ャ ッ
ク と 、 こ の ス ピ ン チ ャ ッ ク に 保 持 さ れ た 基 板 Ｗ に 処 理 液 と し て の ポ リ マ 除 去 液 お よ び 純 粋
を 供 給 す る 処 理 液 ノ ズ ル と を 備 え て い る 。 主 搬 送 ロ ボ ッ ト ３ ２ に よ っ て 各 液 処 理 部 ３ ３ ～
３ ６ に 搬 入 さ れ た ウ エ ハ Ｗ は 、 ス ピ ン チ ャ ッ ク に 保 持 さ れ て 回 転 さ れ 、 そ の 一 方 で 、 処 理
液 ノ ズ ル か ら ポ リ マ 除 去 液 の 供 給 を 受 け る 。 こ れ に よ り 、 ウ エ ハ Ｗ の 表 面 に 付 着 し て い る
ポ リ マ が 除 去 さ れ る 。 そ の 後 に 、 ポ リ マ 除 去 液 の 供 給 を 停 止 し 、 代 わ っ て ウ エ ハ Ｗ の 表 面
に 純 水 を 供 給 し て 、 ウ エ ハ Ｗ の 薬 液 を 純 水 で 洗 い 流 す リ ン ス 処 理 を 行 う 。 次 い で 、 純 水 の
供 給 を 停 止 す る と と も に 、 ス ピ ン チ ャ ッ ク を 高 速 回 転 さ せ 、 遠 心 力 に よ っ て ウ エ ハ Ｗ の 表
面 か ら 水 分 を 排 除 す る 。 こ う し て 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ に お け る 液 処 理 を 受 け た ウ エ ハ Ｗ は
、 主 搬 送 ロ ボ ッ ト ３ ２ に よ っ て 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ か ら 搬 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 搬 送 ユ ニ ッ ト ４ に は 、 基 板 処 理 装 置 １ の 長 さ 方 向 に お い て 主 搬 送 ロ ボ ッ ト ３ ２ と 対 向 す
る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 基 板 保 持 台 ４ １ と 、 基 板 処 理 装 置 ２ の 長 さ 方 向 に お い て 基 板 保 持
台 ４ １ と 対 向 し 、 基 板 保 持 台 ４ １ を 挟 ん で 主 搬 送 ロ ボ ッ ト ３ ２ と 反 対 側 に 設 け ら れ た イ ン
タ ー フ ェ ー ス ロ ボ ッ ト ４ ２ と が 備 え ら れ て い る 。
　 基 板 保 持 台 ４ １ は 、 主 搬 送 ロ ボ ッ ト ３ ２ と イ ン タ ー フ ェ ー ス ロ ボ ッ ト ４ ２ と の 間 で ウ エ
ハ Ｗ の 受 け 渡 し を 行 う 際 に 、 一 時 的 に ウ エ ハ Ｗ を 載 置 す る た め に 使 用 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 イ ン タ ー フ ェ ー ス ロ ボ ッ ト ４ ２ は 、 鉛 直 な 軸 線 ま わ り に 旋 回 可 能 と さ れ て お り 、 さ ら に
、 図 示 し な い 進 退 可 能 な ハ ン ド が 備 え ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ロ ボ ッ
ト ４ ２ は 、 種 々 に 旋 回 し 、 さ ら に 、 ハ ン ド を 進 退 さ せ る こ と で 、 基 板 保 持 台 ４ １ に 保 持 さ
れ た ウ エ ハ Ｗ を 受 け 取 っ た り 、 後 述 の 処 理 槽 ５ １ に 対 し て ウ エ ハ Ｗ を 搬 出 ／ 搬 入 し た り す
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 乾 燥 処 理 ユ ニ ッ ト ５ に は 、 略 箱 形 の 処 理 槽 ５ １ が 備 え ら れ て お り 、 処 理 槽 ５ １ 内 に は 、
処 理 カ セ ッ ト ５ ２ が 設 け ら れ て い る 。
　 図 ２ は 、 処 理 槽 ５ １ を 側 方 か ら み た 状 態 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
　 処 理 槽 ５ １ は 、 搬 送 ユ ニ ッ ト ４ 側 の 端 面 に 開 口 ５ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 開 口 ５ ３ に は 、
シ ャ ッ タ ー ５ ４ が 上 下 に ス ラ イ ド 自 在 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 図 ２ に 示 す 状 態 か ら シ ャ ッ
タ ー ５ ４ を 上 方 に ス ラ イ ド さ せ る こ と で 、 開 口 ５ ３ を 開 く こ と が で き 、 そ の 状 態 か ら シ ャ
ッ タ ー ５ ４ を 下 方 に ス ラ イ ド さ せ る こ と で 、 開 口 ５ ３ を 閉 じ て 、 処 理 槽 ５ １ 内 を 密 閉 空 間
に す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 処 理 カ セ ッ ト ５ ２ は 、 複 数 枚 （ こ の 実 施 形 態 で は 、 ４ 枚 以 上 ） の ウ エ ハ Ｗ を 積 層 状 態 で
セ ッ ト す る こ と が で き る よ う に さ れ て お り 、 シ ャ ッ タ ー ５ ４ を 上 方 に ス ラ イ ド さ せ た 状 態
で 、 開 口 ５ ３ 側 か ら ウ エ ハ Ｗ を 収 容 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 乾 燥 処 理 ユ ニ ッ ト ５ に は 、 処 理 槽 ５ １ 内 の 雰 囲 気 を 吸 引 し て 排 出 す る た め の 排 気
機 構 を 備 え る 減 圧 部 ５ ５ と 、 処 理 槽 ５ １ 内 の 雰 囲 気 を 加 熱 す る た め の ヒ ー タ （ 図 示 せ ず ）
な ど を 備 え る 加 熱 部 ５ ６ と 、 処 理 槽 ５ １ 内 に Ｉ Ｐ Ａ ベ ー パ お よ び Ｎ 2 ガ ス を 選 択 的 に 供 給
す る た め の ガ ス 供 給 部 ５ ７ と が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 た と え ば 、 カ セ ッ ト Ｃ １ に 未 処 理 の ウ エ ハ Ｗ が 収 容 さ れ て お り 、 そ の ウ エ ハ Ｗ に 処 理 を
施 す 場 合 に は 、 ま ず 、 イ ン デ ク サ ロ ボ ッ ト ２ ２ が カ セ ッ ト Ｃ １ に 対 向 す る 位 置 ま で 搬 送 路
２ １ を 移 動 し 、 さ ら に 、 旋 回 し て カ セ ッ ト Ｃ １ に 正 対 す る 。 そ の 後 、 ハ ン ド を 進 出 さ せ て
、 ウ エ ハ Ｗ を カ セ ッ ト Ｃ １ か ら 搬 出 す る 。 そ し て 、 ハ ン ド を 退 避 さ せ て 搬 送 路 ２ ２ の 中 央
ま で 移 動 し 、 さ ら に 、 旋 回 し て 、 主 搬 送 ロ ボ ッ ト ３ ２ に 正 対 す る 。 ま た 、 退 避 さ せ て い た
ハ ン ド を 主 搬 送 ロ ボ ッ ト ３ ２ に 対 し て 進 出 さ せ 、 所 定 の 基 板 受 け 渡 し 位 置 ま で ウ エ ハ Ｗ を
到 達 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 主 搬 送 ロ ボ ッ ト ３ ２ は 、 ハ ン ド を 基 板 受 け 渡 し 位 置 ま で 進 出 さ せ 、 そ の ハ ン ド
に よ っ て 、 イ ン デ ク サ ロ ボ ッ ト ２ ２ か ら ウ エ ハ Ｗ を 受 け 取 る 。 次 い で 、 ウ エ ハ Ｗ を 受 け 取
っ た ハ ン ド を 元 の 位 置 ま で 退 避 さ せ る 。
　 つ づ い て 、 主 搬 送 ロ ボ ッ ト ３ ２ は 、 た と え ば 、 ウ エ ハ Ｗ を 保 持 し て い る ハ ン ド が 液 処 理
部 ３ ３ ～ ３ ６ の い ず れ か と 対 向 す る 位 置 ま で 旋 回 し 、 ハ ン ド を 進 出 す る こ と で 、 そ の 対 向
す る 液 処 理 部 に ウ エ ハ Ｗ を 搬 入 す る 。 そ し て 、 そ の 液 処 理 部 か ら ハ ン ド を 退 避 さ せ た 後 、
そ の 液 処 理 部 に お い て 、 ウ エ ハ Ｗ に 対 し て 処 理 液 に よ る 所 定 の 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ に お け る 処 理 が 終 了 す る と 、 再 び 、 主 搬 送 路 ロ ッ ト ３ ２ が 、 ハ ン ド
を 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ に 対 し て 進 出 さ せ る こ と で 、 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ か ら ウ エ ハ Ｗ を 搬
出 し 、 そ の ハ ン ド を 液 処 理 部 か ら 退 避 さ せ る 。 そ し て 、 ウ エ ハ Ｗ を 保 持 し て い る ハ ン ド が
基 板 保 持 台 ４ １ と 対 向 す る 位 置 ま で 旋 回 す る 。 次 い で 、 ハ ン ド を 基 板 保 持 台 ４ １ に 対 し て
進 出 さ せ る こ と で 、 ウ エ ハ Ｗ を 基 板 保 持 台 ４ １ に 載 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ウ エ ハ Ｗ が 基 板 保 持 台 ４ １ に 載 置 さ れ る と 、 つ づ い て 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ロ ボ ッ ト ４ ２
が 、 ハ ン ド を 基 板 保 持 台 ４ １ ま で 延 ば し 、 そ の ハ ン ド に よ っ て 、 基 板 保 持 台 ４ １ に 載 置 さ
れ て い る ウ エ ハ Ｗ を 受 け 取 る 。 そ し て 、 ウ エ ハ Ｗ を 受 け 取 っ た ハ ン ド を 元 の 位 置 ま で 退 避
さ せ る 。
　 そ し て 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ロ ボ ッ ト ４ ２ は 、 ウ エ ハ Ｗ を 保 持 し て い る ハ ン ド が 処 理 槽 ５
１ と 対 向 す る 位 置 ま で 旋 回 す る 。 こ の と き 、 処 理 槽 ５ １ の シ ャ ッ タ ー ５ ４ は 、 上 方 に ス ラ
イ ド し て お り 、 処 理 槽 ５ １ の 開 口 ５ ３ は 開 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 い で 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ロ ボ ッ ト ４ ２ は 、 ハ ン ド を 処 理 槽 ５ １ に 対 し て 進 出 す る こ と
で 、 ウ エ ハ Ｗ を 処 理 槽 ５ １ 内 の 処 理 カ セ ッ ト ５ ２ に 搬 入 し 、 ウ エ ハ Ｗ を 搬 入 し た 後 、 処 理
槽 ５ １ か ら ハ ン ド を 退 避 さ せ る 。
　 処 理 カ セ ッ ト ５ ２ 内 に 、 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ に お い て 処 理 が 施 さ れ た 所 定 枚 数 の ウ エ ハ
Ｗ が 搬 入 さ れ る と 、 シ ャ ッ タ ー ５ ４ が 下 方 に ス ラ イ ド さ れ 、 処 理 槽 ５ １ 内 が 密 閉 状 態 に 保
た れ る 。 そ し て 、 減 圧 手 段 ５ ５ に よ り 、 処 理 槽 ５ １ 内 が ほ ぼ 真 空 状 態 と な る よ う に 、 そ の
内 部 の 雰 囲 気 が 排 気 さ れ た 後 、 ガ ス 供 給 手 段 ５ ７ に よ り 、 処 理 槽 ５ １ 内 に Ｉ Ｐ Ａ ベ ー パ が
供 給 さ れ る こ と に よ っ て 、 処 理 槽 ５ １ 内 が Ｉ Ｐ Ａ ベ ー パ 雰 囲 気 に 置 換 さ れ る 。 ま た 、 Ｉ Ｐ
Ａ ベ ー パ の 供 給 と 並 行 し て 、 加 熱 手 段 ５ ６ に よ り 、 処 理 槽 ５ １ 内 の 温 度 が 所 定 温 度 ま で 上
げ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 処 理 槽 ５ １ （ 処 理 カ セ ッ ト ５ ２ ） 内 の ウ エ ハ Ｗ は 、 高 温 の Ｉ Ｐ Ａ
ベ ー パ 雰 囲 気 に さ ら さ れ 、 そ の 高 温 の Ｉ Ｐ Ａ ベ ー パ 雰 囲 気 に よ る 加 熱 お よ び 揮 発 作 用 に よ
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っ て 、 表 面 に 付 着 し て い る 水 分 が 速 や か に 蒸 発 し て 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｉ Ｐ Ａ ベ ー パ の 供 給 を 開 始 し て か ら 所 定 時 間 が 経 過 す る と 、 Ｉ Ｐ Ａ ベ ー パ の 供 給 が 停 止
さ れ る 。 次 い で 、 減 圧 手 段 ５ ５ に よ っ て 、 処 理 槽 ５ １ 内 が ほ ぼ 真 空 状 態 に さ れ た 後 、 ガ ス
供 給 手 段 ５ ７ に よ り 処 理 槽 ５ １ 内 に Ｎ 2 ガ ス が 供 給 さ れ 、 処 理 槽 ５ １ 内 の 雰 囲 気 が Ｎ 2 ガ ス
で 置 換 さ れ る 。 そ の 後 、 シ ャ ッ タ ー ５ ４ が 上 方 に ス ラ イ ド さ れ て 開 口 ５ ３ が 開 か れ 、 イ ン
タ ー フ ェ ー ス ロ ボ ッ ト ４ ２ に よ り ウ エ ハ Ｗ が 搬 出 さ れ て 、 ウ エ ハ Ｗ に 対 し て の 乾 燥 処 理 が
終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ に お い て 、 ウ エ ハ Ｗ を １ 枚 ず つ 処 理 液 を 用 い て 処 理
し た 後 、 乾 燥 処 理 ユ ニ ッ ト ５ の 処 理 槽 ５ １ 内 に お い て 、 そ の 液 処 理 後 の ウ エ ハ Ｗ を 複 数 枚
ま と め て 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。 特 に 、 処 理 槽 ５ １ は 、 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ の 数 以 上 の
枚 数 の ウ エ ハ Ｗ を 収 容 す る こ と が で き る の で 、 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ で 処 理 し た ウ エ ハ Ｗ の
全 て を ま と め て 処 理 槽 ５ １ 内 に 収 容 し て 乾 燥 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 １ 枚 の ウ エ ハ
Ｗ に 対 す る 液 処 理 開 始 か ら 乾 燥 処 理 終 了 ま で に 要 す る 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 処 理 槽 ５ １ に お け る 乾 燥 処 理 に 要 す る 時 間 が 、 処 理 槽 ５ １ （ 処 理 カ セ ッ ト ５ ２ ）
内 に 収 容 可 能 な 枚 数 の ウ エ ハ Ｗ に 対 し て 液 処 理 を 施 す た め に 要 す る 合 計 時 間 よ り も 短 く な
る よ う に 、 そ の 処 理 槽 ５ １ 内 に 収 容 可 能 な ウ エ ハ Ｗ の 枚 数 が 設 定 さ れ て い れ ば 、 基 板 処 理
装 置 １ に お け る ウ エ ハ Ｗ の 処 理 速 度 を 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ に お け る 液 処 理 に よ っ て 律 速 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 処 理 槽 ５ １ は 、 複 数 枚 の ウ エ ハ Ｗ を 一 括 し て 乾 燥 さ せ る こ と が で き る の で 、 処 理
槽 ５ １ は １ つ で よ い 。 そ の た め 、 コ ス ト の 増 大 お よ び 装 置 サ イ ズ の 大 型 化 を 回 避 す る こ と
が で き る 。
　 ま た 、 処 理 槽 ５ １ に 接 続 さ れ て い る 減 圧 部 ５ ５ 、 加 熱 部 ５ ６ お よ び ガ ス 供 給 部 ５ ７ は 、
そ れ ぞ れ 、 処 理 槽 ５ １ に 対 し て １ つ で よ い の で 、 コ ス ト の 増 大 を 招 く お そ れ が な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ が 、 ポ リ マ 除 去 処 理 部 で あ る 場 合 を 例 に
と っ た が 、 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ は ポ リ マ 除 去 処 理 部 に 限 ら ず 、 ウ エ ハ Ｗ に 対 し て 洗 浄 液 を
供 給 し て 洗 浄 処 理 を 行 う も の で あ っ て も よ い 。
　 ま た 、 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ は 、 同 種 類 の 処 理 を 行 う も の で あ っ て も よ い し 、 異 種 類 の 処
理 を 行 う も の を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ は 、 ウ エ ハ Ｗ を １ 枚 ず つ 平 面 上 に 並 べ て 配 置 す る も の と し た
が 、 液 処 理 部 ３ ３ ～ ３ ６ の 上 方 に さ ら に 液 処 理 部 が 設 け ら れ て い て ２ 段 構 成 と さ れ 、 液 処
理 部 が 合 計 で ８ 個 と な る も の で あ っ て も よ い し 、 そ れ 以 上 と な る も の で あ っ て も よ い 。 そ
の 場 合 は 、 処 理 カ セ ッ ト ５ ２ は 、 液 処 理 部 の 数 以 上 の 枚 数 の ウ エ ハ Ｗ を 収 容 で き る も の で
あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 乾 燥 処 理 ユ ニ ッ ト ５ に 、 減 圧 部 ５ ５ 、 加 熱 部 ５ ６ お よ び ガ ス 供 給 部 ５ ７ の す べ て
が 備 え ら れ て い る 構 成 を 取 り 上 げ た が 、 こ れ ら は 、 必 要 に 応 じ て １ つ 以 上 が 選 択 的 に 備 え
ら れ て い て も よ い 。
　 ま た 、 処 理 槽 ５ １ は 、 シ ャ ッ タ ー ５ ４ を 備 え ず に 、 そ の 上 部 と 下 部 と が 互 い に 分 離 お よ
び 結 合 可 能 に 構 成 さ れ 、 下 部 に 対 し て 上 部 が 上 方 に 離 間 し て 、 処 理 カ セ ッ ト ５ ２ の 側 方 が
開 示 さ れ た 状 態 で 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ロ ボ ッ ト ４ ２ に よ っ て 、 処 理 カ セ ッ ト ５ ２ に 対 す る
ウ エ ハ Ｗ の 搬 出 ／ 搬 入 が 行 わ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 処 理 槽 ５ １ 内 に 処 理 カ セ ッ ト ５ ２ が 配 置 さ れ て い て 、 そ の 状 態 で 、 ウ エ ハ Ｗ が １
枚 ず つ 処 理 カ セ ッ ト ５ ２ に 対 し て 搬 出 ／ 搬 入 さ れ る と し た が 、 基 板 保 持 台 ４ １ に 処 理 カ セ
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ッ ト ５ ２ が 配 置 さ れ 、 そ の 状 態 で 、 ウ エ ハ Ｗ が 処 理 カ セ ッ ト ５ ２ に 対 し て 搬 出 ／ 搬 入 さ れ
て 、 所 定 枚 数 の ウ エ ハ Ｗ が 搬 出 ／ 搬 入 さ れ た 後 、 処 理 カ セ ッ ト ５ ２ 自 体 が 処 理 槽 ５ １ に 搬
入 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 発 明 は 、 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 請 求 項 記 載 の 範 囲 内 に
お い て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 基 板 処 理 装 置 を 図 解 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 処 理 槽 を 側 方 か ら み た 状 態 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ 　 　 　 基 板 処 理 装 置
５ 　 　 　 乾 燥 処 理 ユ ニ ッ ト
３ ３ ～ ３ ６ 　 液 処 理 部
５ １ 　 　 処 理 槽
５ ５ 　 　 減 圧 部
５ ６ 　 　 加 熱 部
５ ７ 　 　 ガ ス 供 給 部
Ｗ 　 　 　 ウ エ ハ
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